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学位申請者 塚 本 拓 
主論文  １編 
High-risk follicular lymphomas harbour more somatic mutations including those in the AID-motif. 
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リスク） 対 138 個/1 検体（標準リスク）, P=0.04).全 14 症例に共通する mutational signature
を検討したところ、代表的な一つの signatureは CpG配列上の C>T変異から構成されるパターンで、
他のがん種でも一般に認められる頻度の高いものであったが、高リスク群と標準リスク群に頻度差
は認めなかった .他方、 FL の病態形成に特徴的な signature として同定されたのが




は AIDの本来の標的遺伝子である免疫グロブリン遺伝子のほか、BCL2にも AID モチーフと呼ばれる
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